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 ４）成分分析の概要（渇水期調査） 

・降水や河川流量の状況等が異なる渇水期においても測定を行いましたので、

その結果を以降にお示しします。 

 

 ア．測定項目 

・渇水期調査においては、豊水期調査と同様に表 ２.８に示す３項目を実施し

ました。このうち、不活性ガス等による滞留時間の分析については、豊水期

調査結果を踏まえて、上流域（ 椹
さわら

島
じま

より上流側）の深井戸（井戸１７）で

は、より古い年代まで分析可能なトレーサー（１４Ｃ（炭素放射性同位体））

を追加し、分析を行いました。 

・なお、各分析項目の詳細な計画については、別冊「３、大井川地下水等の成

分分析の詳細」に記載しています。 

 

 イ．測定地点及び調査期間 

・測定地点は、表 ２.１１及び図 ２.３１のとおり、豊水期調査と同様に大井

川各流域における河川、井戸において、実施しました。 

・また、豊水期調査において、下流域の観測井１４箇所のうち、吉田町の一部

の井戸（井戸５、井戸６）や牧之原市の井戸（井戸７）では、他の井戸とは

異なる水質組成を示し、滞留時間も比較的長い結果となったことから、これ

らの井戸の近傍を流れる河川（湯
ゆ

日
い

川
がわ

、坂口
さ ぐ ち

谷
や

川
がわ

、勝間田
か つ ま た

川
がわ

）の源流部付近

の湧水を調査地点として追加しました。 

・また、焼津市の一部の井戸（井戸１１、井戸１３）は、滞留時間が比較的短

い結果となったことから、近傍河川（栃
とち

山
やま

川
がわ

（大井川の旧河道））を調査地

点として追加しました。 

・現地調査期間は、表 ２.１２のとおりです。 
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表 ２.１１ 成分分析の測定地点（渇水期調査） 

項目 地点 地点数 

地下水 
上流域（ 椹

さわら

島
じま

より上流側） 計画路線近傍の観測井 1) ２ 

上流域（椹島より下流側）

～中下流域 
静岡県等所有の観測井１４箇所 １４ 

河川水 

上流域（椹島より上流側） 大井川（田代取水堰堤上流） １ 

上流域（椹島より下流側）

～中下流域 

大井川（下 泉
しもいずみ

橋（川根本町）、神座
か ん ざ

（島

田市）、富士見
ふ じ み

橋（吉田町）） 
３ 

栃山川（上小田
か み お だ

橋（焼津市）、土
ど

瑞
ずい

橋

(藤枝市)、弘法
こうぼう

橋（島田市）） 
３ 

湧水 2) 
上流域（椹島より下流側）

～中下流域 

湯
ゆ

日
い

川
がわ

、坂口
さ ぐ ち

谷
や

川
がわ

、勝間田
か つ ま た

川
がわ

それぞれ

の源流部付近 
３ 

1)計画路線近傍の観測井は、図 ２.２８に示すとおり、上流域（椹島以北）を主に構成する白根層群に

位置しております。 

2)これらのほか、湧水地点は一定の標高ごとに設定（地点は静岡県ＨＰで紹介されている箇所を選定） 

 

表 ２.１２ 現地調査期間（渇水期調査） 

調査区域 調査期間 

上流域（椹島より下流側）～中下流域 令和３年２月６日～２月１３日 

上流域（椹島より上流側） 令和３年２月５日 
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区分 番号 地点名 所在地 井戸深度 ｽｸﾘｰﾝ深度

上流域
（椹島より上流側）

井戸16 東俣付近
静岡市

ＧＬ-44m GL-16～-40m

井戸17
田代取水堰

堤付近
GL-256m

GL-130～
-250m

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

井戸01 島-1
島田市

GL-59m GL-11～42m

井戸02 大柳南 GL-82m GL-42～50m

井戸03 大幡

吉田町

GL-20m GL-5～20m

井戸04 川尻B GL-20m GL-5～20m

井戸05 川尻A GL-150m GL-127～145m

井戸06 住吉 GL-51m GL-37～51m

井戸07 細江小 牧之原市 GL-15m GL-4～12m

井戸08 横井 島田市 GL-80m GL-32～50m

井戸09
ごへい

五平
藤枝市

GL-90m GL-42～60m

井戸10
おおすちゅう

大洲中 GL-80m GL-50～70m

井戸11
じちょううけしょ

治長請所

焼津市

GL-100m GL-84～100m

井戸13
いっしき

一色 GL-150m GL-109～127m

井戸14
ふじもり

藤守（新） GL-4m -

井戸15 新大井川中 GL-120m GL-68～112m

区分 番号 地点名 所在地 採水標高

上流域
（椹島より上流側）

河川4
大井川（田代取水

堰堤上流）
静岡市 1397.0ｍ

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

河川1
ふ じ み

大井川（富士見橋） 吉田町 13.9m

河川2
かんざ

大井川（神座） 島田市 98.6ｍ

河川3
しもいずみ

大井川（下泉橋） 川根本町 210.0ｍ

河川5
とちやまがわ かみおだ

栃山川（上小田橋） 焼津市 8.0ｍ

河川6
どずい

栃山川（土瑞橋） 藤枝市 15.3ｍ

河川7
こうほう

栃山川（弘法橋） 島田市 38.3ｍ

区分 番号 名称 所在地 採水標高

上流域
（椹島より上流側）

湧水6
とくさ

木賊付近の湧き水 静岡市 1211.8m

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

湧水1 吉永ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾟｰｸ 焼津市 4.1m

湧水2 清水屋の湧き水 藤枝市 91.2m

湧水3
こながい

小長井の湧き水 川根本町 300.7m

湧水4
ちまんじ

智満寺の霊水 島田市 332.0m

湧水5 奥大井の湧き水 静岡市 810.4m

湧水7
ゆいがわ

湯日川源流部 島田市 189.7m

湧水8
さぐちやがわ

坂口谷川源流部 牧之原市 106.4m

湧水9
かつまたがわ

勝間田川源流部 島田市 165.7m

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ２.３１（１） 成分分析の測定地点（渇水期調査） 
※１ 湧水調査地点は、一定の標高ごとに設定（地点は静岡県ＨＰで紹介されている箇所を選定）。 

※２ 大気調査地点は、大気中の不活性ガス（ＳＦ６）濃度曲線を補正するために、上流域、中流域、下流域

それぞれ１地点ずつ設定。 

※井戸 12（大富小）は、井戸孔内に既設のケーブル等が設置されており、採水不可。
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図 ２.３１（２） 成分分析の測定地点（渇水期調査）：下流域拡大図 

出典：背景図は国土地理院の色別標高図を、河道網は国土数値情報のＳＨＰデータを使用し作成 
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 ５）成分分析の結果概要及び考察（渇水期調査） 

 ア．全体 

・地下水、河川水、湧水の各成分分析結果をとりまとめたものを図 ２.３２に

示します。 

・地下水については、全体的には各分析項目とも豊水期調査と同様な傾向が確

認されました。 

・一方、河川水においては、全体的に豊水期と比べて溶存イオンの総濃度が高

くなるなどの相違がみられましたが、一般的に見られる季節変動の範囲と考

えられます。また、河川１はＳＯ４
２－の濃度が相対的に高くなっており、こ

の局所的な相違は人為的な影響と考えられます。 

・また、今回追加して実施した上流域（椹
さわら

島
じま

以北）の深井戸（井戸１７）の 
１４Ｃの分析の結果、地下水の滞留時間は約４万年以上と推定され、下流域の

地下水の主要な涵養源として直接供給している可能性がより低いことを改

めて示唆する結果となりました。 

・なお、各分析項目の詳細な結果については、別冊「３、大井川地下水等の成

分分析の詳細」に記載しています。 
 

 イ．井戸５、井戸６（吉田町）、井戸７（牧之原市） 

・今回追加した湯
ゆ

日
い

川
がわ

、坂口
さ ぐ

谷川
や が わ

、勝間田
か つ ま た

川
がわ

源流部付近の湧水（湧水７～９）

は、それぞれ平均的な涵養標高が約３００ｍ（牧之原台地の北端部の標高も

約３００ｍ）と推定され、また、ＮＯ３
－やＳＯ４

２－の濃度が相対的に高い特

徴が確認されました。これは、この辺りの牧之原台地では茶畑等が多くあり、

施肥等による人為的な影響が要因として考えられます。 

・井戸７（牧之原市）については、これらの湧水と近い涵養標高や水質組成を

示したことから、牧之原台地の北端部付近に降った雨が主要な涵養源の一つ

になっていることが考えられます。 

・一方、井戸５、井戸６（吉田町）については、他の下流域の井戸やこれらの

湧水とも異なる性質を示し、豊水期調査と同様、平均的な涵養標高は約７０

０ｍ、滞留時間は約４５年と推定され、Ｃａ２＋やＭｇ２＋の濃度が低く、Ｎ

ａ＋やＨＣＯ３
－の濃度が相対的に高い特徴が確認されました。 

・涵養標高や滞留時間の分析結果等を踏まえますと、他の下流域の井戸と同様

に、上流域（椹島以北）の地下水から直接供給されている水が主要な涵養源

となっているわけではないと考えられます。また、井戸５、井戸６の上流に

位置する井戸１～井戸４を含め、下流域の各井戸は全体的に同様な特徴が確
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認されているなか、井戸５、井戸６のみ異なる特徴が確認されていることを

踏まえますと、地質条件など局所的な要因が関係しているものと考えられま

す。 

 
 ウ．井戸１１、井戸１３（焼津市） 

・今回追加した栃
とち

山川
やまがわ

（大井川の旧河道）の河川水（河川５～７）は、それぞ

れ平均的な涵養標高が約９００ｍと推定され、大井川の河川水と同程度の値

を示しました。また、浅層地下水に多く見られるＣａ２＋やＨＣＯ３
－の濃度

が卓越した特徴が確認されました。 

・井戸１１、井戸１３（焼津市）については、これらの河川水と近い涵養標高

や水質組成を示しました。また、豊水期調査と同様に、他の下流域の各井戸

よりも滞留時間は比較的短い結果となったことから、近傍を流れる栃山川の

河川水が主要な涵養源の一つになっていることが考えられます。 

 

 

・以上の豊水期、渇水期において実施した化学的な成分分析の結果を総合的に

まとめると、第６回有識者会議で報告のとおり、 

 

大井川下流域の地下水は、大井川上流域（椹島以北）の地下水によって直

接供給されているわけではなく、大井川上流域、中流域からの河川水と、大

井川下流域における降水が主要な涵養源となっていることが考えられます。 

 

・なお、渇水期調査の結果から新たにわかったこととしては、大井川右岸側の

一部の井戸（井戸５～井戸７）や大井川左岸側の一部の井戸（井戸１１、井

戸１３）で他の下流域の井戸とは異なる性質を示していることについて、牧

之原市の井戸（井戸７）は牧之原台地の北端部付近に降った雨が主要な涵養

源の一つとなっており、吉田町の井戸（井戸５、井戸６）は地質条件など局

所的な要因が関係しているものと考えられます。また、焼津市の井戸（井戸

１１、井戸１３）は栃
とち

山川
やまがわ

（大井川の旧河道）の河川水が主要な涵養源の一

つになっていると考えられます。 

 

・工事中及び工事完了後も、下流域の地下水等の成分に変化がないかを確認す

るために、継続的に調査を実施していきます。 
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図 ２.３２ 成分分析結果まとめ(渇水期調査) 
出典：背景図は国土地理院の色別標高図を、河道網は国土数値情報のＳＨＰデータを使用し作成 




